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●各種調査結果について 

（１） 保育園児と未就園児、幼稚園児の保護者向けアンケート調査の概要 

○実施期間：平成２７年１０月～１１月 

○調査対象：保育園（町内４園）・幼稚園に通う園児の保護者 

保育園入園説明会に参加した未就園児の保護者 

ぽっぽかん、伏見児童館、一時保育（御嵩保育園）を利用した 

未就園児の保護者 

乳幼児学級や保健センターの健診に参加した未就園児の保護者 

○配布方法：各施設等で配布 

○回収方法：各施設等で回収 

○集計方法：単純集計 

配布数及び回収率・・・表のとおり 

施設名 配布数（枚） 回収数（枚） 回収率（％） 

上之郷保育園 ２２ １８ ８１．８％ 

御嵩保育園 ９３ ６５ ６９．９％ 

中保育園 ８５ ６１ ７１．８％ 

伏見保育園 ８４ ４３ ５１．２％ 

みたけ幼稚園 １５５ １２０ ７７．４％ 

ぽっぽかん等 １０１ ９２ ９１．１％ 

   

 ※集計結果：別紙 資料３ のとおり…７ページ 

 

（２） 住民懇談会の概要  

○実施日時：平成２７年１１月１６日（月）午後４時～５時 

○実施場所：中保育園 遊戯室 

○参加者：保護者１５名、【事務局４名、検討委員２名（中川委員、山下委員）】 

項目 主な意見 

建替え ・建替えの前に、耐震補強など今の安全（子どもの安全）を最

優先に考えてほしい。 

・もし建替えるという結論に達するならばできるだけ近くでお

願いしたい。また、建替え中に遠くの保育園に行くのは不満。 

・建替えるなら駐車場の検討もしてほしい。前の道路は危ない。 
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・危ないのなら建替えるしか方法はない。 

耐震補強 ・耐震補強は未実施とあるが調査も行っていないのか。 

・建物については移転等を検討する前に補強をしてほしい。 

運営形態（公

立・民営化） 

・公立の保育士の保育については満足している。 

・公立というのにメリットがあって通っているし、そういう人

も多いと思う。 

・民営化することに対して保護者にとってのメリットが見えな

い。町の財政面の話は理解したが、それだけに聞こえる。 

児童の発達支援

との連携 

・発達が不安な子の支援等、民間となった場合に不安があるが

どうか。 

子どもへの配慮 ・保護者としては態勢を変えられたくない。建替えとなれば園

舎が変わるだけで子どもにはストレスになる。先生が変わる

というストレスまで負わせたくない。 

 

（３） 現場保育士（公立・正職員）の主な意見 

○実施時期：平成２７年９月 

○対  象：園長３名、保育士・調理員１０名 

項 目 内 容 

建替え・複合施

設化 

・リフォームは建物に大きな負荷がかかり、園の耐用年

数を考慮すると困難であるため、建替えが望ましい。 

・中児童館との複合施設として建替えがよい。 

・中保育園及び中児童館、老人憩いの家、児童発達支援

施設の４つの施設の複合施設として建替える。 

・上之郷保育園と統合し、一つの園として建替える。 

・子どもの安全を考えると、早期な実施が可能な耐震工

事を行うべきである。 

運営形態（公

立・民営化）に

ついて 

・町の中央に位置する中保育園を基幹保育園として公立

で運営し、関係機関と連携しながら地域の子育て支援

に取り組んでいくべきである。 

・公立、民営化、それぞれメリットとデメリットがある。

子どもにとってのメリットを大切にしたい。 

児童の発達支援 ・発達に困り感のある乳幼児を支援する「ことばの教室」
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との連携 は、子育て支援センター内に設置されているが、園と

の連携を強化を図るため、園との隣接もしくは施設内

に設置することが望ましい。 

・障がいのある児童のために、集団保育が難しい時間等

に個別で療育できるような保育室を設置したい。 

その他 ＜立地について＞ 

・保護者の利便性を考慮し、駅に隣接した場所に建替え

る。 

・地盤の頑丈な場所に建替え、避難所としての機能を持

たせる。 

＜駐車場について＞ 

・安全面を考慮すると、園に隣接しており、充分な広さ

のある駐車場が必要。 

※その他、保育内容の改善や施設における備品等の整備に対する意見があり 

 

 

 


